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・ 触れ合って遊ぶことで，教師とのよりよい信頼関係

をつくる。

・ 体の様々な部位に触れられることに慣れる。
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１　健康の保持

２　心理的安定

３　環境の把握

４　身体の動き

５　コミュニケーション
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歌詞　　　　　　　　　　　動き

①とうきょうと　　　→　手のひらの上を，人差し指でさわる。

②にほんばし　　　　→　人差し指と中指で，手のひらをさわる。

③がりがりやまの　　→　手を返して，手の甲をガリガリひっか

　　　　　　　　　　　　いて，くすぐる。

④パンやさんと　　　→　手を返して，手のひらを２回たたく。

⑤つねこさんが　　　→　手を返して手の甲をかるくつねる。

⑥かいだんのぼって　→　腕のほうへ，人差し指と中指でのぼっ

　　　　　　　　　　　　ていく。

⑦こーちょこちょ　　→　わきのしたを，くすぐる。
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・ 授業のはじめに，雰囲気を盛り上げるときに歌う。

・ 一人で座位が保持できる児童とは向かい合って，座位保持が難しい児童は抱っこ，また

は仰向けに寝た状態で指導した。

〈何度か続けてみて，こちょこちょを期待するそぶりが見られるようになったら〉

・ 手のひら以外の場所からはじめる。（足，顔，おなかなど）

・ 最後の「こーちょこちょ」のときに，すぐにくすぐらずに，児童の表情を見ながらじら

す。
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・ みんなで一緒にやるのも盛り上がってよいが，児童の様子をしっかり見たい場合は，静

かな場所でやってみてもよいと思う。
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